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イベント概要 
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[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2022 年 3 月期第 2 四半期決算説明  
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[ページ数]  26 
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[開催場所]  インターネット配信 
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[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役社長  岩瀬 賢治（以下、岩瀬） 
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登壇 

 

岩瀬：株式会社テイクアンドギヴ・ニーズの岩瀬でございます。 

2022 年 3 月期第 2 四半期の決算についてご説明をいたします。 

この第 2 四半期はご承知の通り、全期間にわたり、緊急事態宣言等が発出されておりました。特に

8 月 20 日以降に、対象地域がこれまでになく広がったことで、挙式日の延期を選択するお客様が

多くなり、業績に大きな影響を与えることになりました。 

 

それでは最初に、サマリーとして 3 点。 

1 点目、第 2 四半期は冒頭でもお話しした通り、2021 年 7 月に発出された緊急事態宣言が長期化

し、かつ対象地域が大幅に広がったため、非常に苦しい四半期でしたが、単価増、コスト削減な

ど、細かな対応を積み重ねることで、上期公表数字を上回る結果を出すことができ、当期純利益は

黒字を確保いたしました。 
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2 点目、2022 年 3 月期の業績を修正しました。詳細は後ほどご説明をいたします。 

3 点目、東京証券取引所の市場再編に伴い、当社はプライム市場を選択申請いたしました。   

また、2018 年に発表した長期方針「EVOL 2027」は、新型コロナ影響による大幅な環境変化に伴

い、刷新が必要となりましたため、新たに策定中です。近日中に発表できるよう進めております。 

 

それでは、連結の損益計算書の概要につきましてご説明いたします。 

売上高は 180 億 400 万円。売上総利益は 116 億 3,500 万円となりました。販売管理費は 117 億

5,400 万円となり、前年同期比 3 億 1,300 万円の減少となります。販売管理費の削減は、小さなオ

ペレーションの見直し等を積み重ねた結果となります。 

詳細につきましては後ほどご説明をいたします。 

緊急事態宣言の長期化による第 2 四半期の取扱組数、単価の減少を販管費の削減で補完し、結果と

して、営業損益は 1 億 1,900 万円の赤字となり、当初計画を上回った着地となりました。 
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経常損益は、3 億 7,300 万円の赤字。四半期純利益は、雇用調整助成金など、特別利益の計上もあ

り、4 億 4,500 万円の黒字となりました。 

 

次に、国内ウェディング事業の内訳についてご説明いたします。 

売上高は 177 億 8,300 万円、前年同期比 139 億 3,600 万円のプラスとなりました。    

取扱組数は 4,828 組、前年同期比 3,912 組のプラス。平均単価は、人数が 2.3 名増加し、347 万

円、前年同期比 9 万 2,000 円のプラスとなりました。 

売上総利益、営業利益は記載の通りです。 
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次に業績予想との差異についてご説明いたします。 

5 月に発表した業績予想との差異はご覧の通りです。 

7 月に発出された緊急事態宣言は、8 月初旬までは従来の予測の範囲内でしたが、対象地域が全国

に拡大し、期間も長期化したことで、第 2 四半期は期間中全てが緊急事態宣言等の行動制限を課さ

れた状態となり、取扱組数、単価とも厳しい状況となりました。 

結果、売上高は上期の業績予想を下回りましたが、昨年から継続して取り組んでいるコスト削減の

結果、営業利益以下、全ての段階利益において業績予想を上回る着地となりました。 
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次のページに、今回の緊急事態宣言の影響を過去の緊急事態宣言と比較し、対象地域、店舗数の違

いなどを含めてまとめております。 

記載の通り、この第 2 四半期においては 90%以上の会場が対象地域となりました。      

都心部は、2 回目、3 回目の宣言において対象となっていたこともあり、お客様の影響に大きな変

化はございませんでした。しかしながら、地方部においては影響が大きく、全体として、7 月第 1

週目には 2,700 組を超える受注残がございましたが、約 500 組のお客様が下期以降に日程を延期

されました。 
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ここからは第 2 四半期の業績について、新型コロナ影響を受ける前の 2019 年度実績と比較し、ご

説明いたします。 

まず営業損益の増減はご覧の通りです。 

新型コロナ影響によるマイナスは、54 億 5,400 万円と多額におよびますが、海外リゾートウェデ

ィング事業の株式譲渡による 1 億 9,900 万円の営業利益改善、また、前期より取り組んできたコス

ト削減効果 29 億 2,200 万円によって、緊急事態宣言下における営業損失を最小化することができ

たと考えております。 
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コスト削減額、29 億 2,200 万円の内訳につきましては記載の通りです。 

組数減少に伴う変動費以外にも、緊急事態宣言等が長期化することが懸念される中、早い段階から

コスト抑制の動きが取れたこともあり、2019 年度比で約 20%の削減となりました。 
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次に、連結の貸借対照表につきましてご説明いたします。 

前期末と比較して、総資産は 21 億 8,600 万円増加をいたしました。主に、優先株式発行によるも

のです。 
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次に負債・純資産の部です。 

有利子負債は、前期末と比較して 31 億 1,800 万円減少いたしました。金融機関からも継続的な支

援を得られており、優先株発行と相まって、当面の資金繰りは安心していただける状況となってお

ります。 
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続きまして、2022 年 3 月期の通期連結業績予想についてご説明をいたします。        

まずは、足元の状況をご説明いたします。                          

前提として、このスライド以降は、コロナ影響を受ける前の、2019 年度実績と比較した数値を開

示しております。                                        

新規問合せ数は、緊急事態宣言の影響を受け、昨年から 2019 年度比 70%前後の数値で推移をして

おります。コロナ禍の行動制限により、ご両親への挨拶や、挙式日の相談等を延期する方が多いこ

とが一因だと考えております。                                        

できる限り直近の状況を開示するため、四半期推移に加えて、10 月から 11 月初旬の数値も開示し

ております。 
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こちらのグラフは、当社式場で挙式を申し込まれたお客様の予定招待客数を、挙式予定時期ごとに

表したものです。 

お申し込み時期は、2021 年 4 月以降となっています。                    

ご覧いただいてお分かりいただけるように、挙式日が先になるにつれ、60 名以上、100 名以上の

招待客の挙手割合は増加しており、この数値は、新型コロナ前の 2019 年度の数値と比較して遜色

はございません。                                                  

当社がターゲットとする顧客層は、新型コロナ前と同様に、大人数帯での披露宴を希望されている

ことが、お分かりいただけると思います。 
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直近 11 月 1 週目時点での受注残組数は、グラフのような状況です。 

先ほどご説明しました通り、行動制限の広域化、長期化により、新規問合わせ数は回復が遅れまし

た。 

但し、今期施行予定のお客様が来期へ延期になったこと、さらにキャンセル発生率はわずかであっ

たため、現状も、来期以降の受注残はコロナ前の 2019 年度同時期と比較し、100%以上を維持で

きています。 
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これら足元の状況を踏まえて、通期の業績予想を修正いたしました。 

上期の業績は 5 月発表の予想を上回りましたが、例年であれば、多くの新規受注をいただくお盆、

シルバーウィークを含んだ、8 月、9 月に広い範囲で行動制限を受けたことで、当初予想と比較

し、通期で 1,000 組の取扱組数の減少を見込み、売上高を修正いたしました。 

一方で、コスト削減は継続し、予想を上回るスピードで結果が出ていることから、全ての段階利益

においては、当初予想で発表したレンジ内となる見込みです。 

なお、第 2 四半期に発生したような全国広域にわたる、長期的な強い行動制限がかかることは、現

段階では予想に織り込まず算出をしております。 
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次に、業績予想の前提を表にまとめております。 

先ほど申し上げました通り、取扱組数は、当初予想よりも通期で約 1,000 組の減少を見込んでおり

ます。また、長引く新型コロナ影響により、招待客数を制限されたお客様が下期に延期されたこと

を踏まえ、単価は当初予想から約 10 万円減少すると見込んでおります。 

これらのトップラインの減少を、コスト削減の継続で補完し、当初予想のレンジ内で段階利益を確

保いたします。 
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通期配当予想は、このような業績状況から、引き続き未定といたします。 
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次に、東京証券取引所の再編についてです。 

当社は、プライム市場を選択いたします。記載の通り、当社資産では、9 月末時点において全ての

基準値を満たしておりますが、継続のため、一層の企業価値向上が必須と考えております。最初に

申し上げました通り、長期経営方針、成長戦略の策定に現在注力しておりますので、株主の皆様へ

できる限り早く公表できるよう進めてまいります。 
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次に、アフターコロナを見据えた取り組みに関しましてご説明いたします。 

報道でも、飲食店やイベントの実証実験がスタートしているとありますが、ブライダル業界として

も、今後、感染拡大時の行動制限に対する緩和策を目的とし、政府や自治体に積極的に働きかけ、

実証実験を行っております。 
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同時に、政府関係者へ業界支援を提言するなどの動きも、業界を挙げて推進をしております。 
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こちらは、前回決算時にご説明した内容の再掲になります。 

単価向上施策の一つとして、オンライン参列商品の販売を推進しております。 
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このページでは、内製化による利益率向上政策の影響を開示しております。 

衣装については、主に関東、関西地区の対象地域での内製化比率を表しています。装花は、全国で

の取扱組数を分母として内製化比率を表しています。 

今期から来期にかけ、7 店舗増やす計画であり、足元は計画通りに推進をしております。 
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次に、増資をお引き受けいただいた農林中央金庫様との連携についてです。 

当社は、年間約 1 万組の結婚式をお手伝いさせていただいており、食材の仕入れも非常に大きな量

になります。農林中央金庫様の独自ネットワークを活用させていただき、仕入れの効率化はもちろ

ん、より高品質な商品提供を目指していきたいと考えています。 

このような連携で、日本全国から特色ある食材を仕入れることで、生産者の方々を応援し、地域活

性化につながる動きを今後も続けていきたいと考えております。 
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ホテル事業の TRUNK は、コロナ禍においても、感度の高い海外メディア、ホスピタリティ産業に

おける各種アワードから高い関心をいただいており、前期に引き続き、新たに世界的なアワードを

受賞することができました。 

最後に、11 日の決算発表後、投資家の方々からいただいた代表的なご質問に回答をいたします。 

一つ目、新規問合せの 11 月に入ってからの回復度合いはどうかというご質問です。 

9 月末の緊急事態宣言解除後、週を追うごとに回復傾向にあります。コロナ前の状況への完全回復

にはまだ時間を要すと考えておりますが、緩やかながら回復基調であることを感じています。 

二つ目、販売管理費の削減は継続性があるのかというご質問です。 

現状、コロナ禍での業績の不確実性を踏まえ、不要不急のコストを全て抑制してまいりました。そ

のため、収束後、通常の営業活動に戻れば、組数に連動する費用をはじめ、増加するコストはござ

います。ただ、コロナ禍を契機にコスト構造を見直し、筋肉質な体制がつくれていることは確かで

す。 



 
 

 

24 
 

現状、継続性を感じている削減項目は、大きく三つございます。一つ目、業務の効率化を進め、各

店舗の店員・人員の削減が可能になっていること。二つ目、オンラインでのコミュニケーションを

推進し、定着したことで、本社賃料削減と、採用、研修、およびマネジメントにおける出張機会が

見直されたこと。三つ目。コロナ禍を経て、従来、出稿量を競い合うことで増加傾向であった広告

費が、同業他社様も含めて適正に見直しが図られていること。この 3 点については、継続性が高い

と考えております。 

三つ目、通期の業績予想修正の前提を詳細に教えてほしいというご質問です。 

まず、5 月発表時の業績予想の前提についてお話をいたします。上限値は、4 月 25 日に発出され

た緊急事態宣言が 5 月末で解除され、その後は回復基調となることを想定していました。一方、下

限値は、第 3 回の緊急事態宣言解除後も再度、同程度の行動制限を伴う宣言が発出されることを想

定しておりました。 

今回は、下限値で想定していた以上の期間、地域に行動制限が発生しており、売上高は下方修正し

ておりますが、先ほどご説明しました通り、コスト削減が想定以上に結果が出ていることもあり、

段階利益は 5 月発表予想のレンジ内を確保できると考えております。 

以上でございます。 

現在は、感染防止対策は引き続き行っているものの、人数の規制緩和、アルコールの提供など、幸

いなことに、お客様のご希望に沿った結婚式が提供できるようになってきております。一組一組の

結婚式を大切にしながら、業績回復を目指してまいります。引き続き、ご支援のほど、よろしくお

願いいたします。 

本日はご視聴いただき、ありがとうございました。 
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